
天
の
香
久
山
に
衣
は
干
さ
な
い

萬
葉
集
巻
一
28
番
歌
に
対
す
る
記
紀
神
話
視
点
か
ら
の
考
察

志

水

義

夫

一
、
問
題
の
所
在

『
百
人
一
首
』（『
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
』
十
三
世
紀
）
に
採
ら
れ
て
巷
間

よ
く
知
ら
れ
た
持
統
天
皇
御
製
、

２

春
す
ぎ
て
夏
来
に
け
ら
し

白
妙
の
衣
干
す
て
ふ
天
の
香
久
山

が
、
初
出
『
萬
葉
集
』
巻
一
（
八
世
紀
）
で
は
、

28

春
過
而
夏
来
良
之

白
妙
能
衣
乾
有

天
之
香
来
山

と
あ
り
、

は
る
す
ぎ
て
な
つ
き
た
る
ら
し

し
ろ
た
へ
の
こ
ろ
も
ほ
し
た
り

あ

め
の
か
ぐ
や
ま

と
訓
ぜ
ら
れ
て
、
両
者
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
原
典

28
番
歌
の
漢
字
表
記
か
ら
そ
の
相
違
、
と
く
に
四
句
目
の
「
干
す
て
ふ
」
と

「
干
し
た
り
」
の
解
釈
は
歌
の
理
解
に
対
し
て
大
き
な
問
題
を
提
起
す
る
。

当
座
「
て
ふ
」
は
連
体
形
と
と
ら
え
、「
有
」
は
「
た
り
」
と
訓
じ
て
終

止
形
と
理
解
し
て
問
題
を
提
起
す
る
が
、「
て
ふ
（
と
い
ふ
）」
が
伝
聞
で
あ

る
以
上
、
初
句
二
句
に
お
け
る
夏
の
到
来
と
い
う
感
慨
は
、
香
具
山
（
以

下
、
引
用
を
除
き
カ
グ
ヤ
マ
は
「
香
具
山
」
の
表
記
を
と
る
）
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
構
造
と
な
る
。
だ
か
ら

香
具
山
に
衣
を
干
す

と
い
う
知
識

を
前
提
と
し
、
二
句
目
の
助
動
詞
「
ら
し
」
の
推
定
の
根
拠
と
し
、「
香
具

山
を
望
ん
で
夏
の
到
来
を
詠
ん
だ
歌
」
と
い
う
虚
構
的
表
現
世
界
を
作
る
。

『
小
倉
百
人
一
首
』
の
本
文
は
中
世
和
歌
と
し
て
観
念
的
に
天
の
香
具
山
を

詠
ん
だ
作
品
と
し
て
理
解
す
る
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
だ
。

一
方
、「
有
」
を
「
た
り
」
と
訓
じ
た
場
合

古
訓
は
「
さ
ら
せ
り
」

（
寛
永
板
本
等
）
だ
が
岸
本1828

に
従
う

、
28
番
歌
は
二
句
と
四
句
で

切
れ
、
結
句
「
天
之
香
来
山
」
は
初
句
二
句
の
表
現
世
界
と
三
句
四
句
の
表

現
世
界
と
を
総
括
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
実
景

香
具

山
に
干
さ
れ
た
衣
を
見
て
得
ら
れ
た
感
慨

と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
で

は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
三
・
四
句
と
結
句
と
を
倒
置
法
と
す
る
解
釈
、
す

な
わ
ち
「
天
の
香
具
山
（
に
）
衣
干
し
た
り
」
と
い
う
読
み
も
「
香
具
山
に

衣
を
干
す
」
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
た
解
釈
だ
と
い
え
、
28
番
歌
の
表

現
か
ら
こ
れ
を
保
証
で
き
る
も
の
は
な
い
。
極
言
す
れ
ば
28
番
歌
を
香
具
山

に
干
さ
れ
た
衣
を
見
て
の
歌
と
す
る
の
は
、
中
世
の
訓
み
を
前
提
と
し
て
28
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番
歌
を
解
釈
す
る
姿
勢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
28
番
歌
を
、

Ａ

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
…
季
節
の
到
来
（
推
定
）

Ｂ

白
妙
の
衣
干
し
た
り
…
…
生
活
周
期
に
よ
る
実
感
（
根
拠
）

Ｃ

天
の
香
具
山

…
…
Ａ
と
Ｂ
と
の
接
点
（
総
括
）

と
構
造
化
し
て
解
釈
し
た
場
合
、
右
が
成
り
立
つ
た
め
に
検
討
す
べ
き
事
項

は
、「
と
い
ふ
」
が
連
体
形
で
あ
る
こ
と
、「
有
」
が
タ
リ
と
訓
め
る
こ
と

（
タ
ル
で
は
な
い
こ
と
）、「
香
具
山
に
衣
を
干
す
」
事
実
が
あ
り
得
る
か
、

の
三
点
に
な
る
。

「
乾
有
」
は
、「
干ほ
し
た
り
」
と
訓
ま
れ
る
の
が
今
は
一
般
的
だ
が
、『
萬

葉
集
僻
案
抄
（
中
）』（
荷
田
春
満
）
で
「
干
し
た
る
」
の
訓
が
提
案
さ
れ

た
。
同
書
の
写
本
を
有
し
て
い
た
岸
本
由
豆
流
（
城
﨑2006

）
は
『
萬
葉
集

考
証
』（
岸
本1828

）
で
は
「
干
し
た
り
」
と
し
て
い
る
。

萬
葉
集
で
「
有
」
字
に
助
詞
テ
に
補
助
動
詞
ア
リ
を
接
続
さ
せ
タ
リ
と
そ

の
活
用
諸
形
で
訓
ず
る
歌
は
数
多
い
が
、
全
二
十
巻
と
い
う
大
き
な
枠
組
み

の
中
で
終
止
形
と
連
用
形
に
限
れ
ば
、『
萬
葉
集
総
索
引
』（
底
本
、
寛
永
板

本
）
で
は
終
止
形
で
13
例
、
連
体
形
で
64
例
を
採
る
。
た
だ
、
圧
倒
的
に
当

該
28
番
歌
以
降
の
用
例
が
多
く
、
巻
一
、
二
に
限
れ
ば
終
止
形
4
例
、
連
体

形
５
例
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
巻
一
に
限
れ
ば
終
止
形
は
28
番
歌
１
例
、
連

体
形
は
３
例
（
29
・
33
・
79
番
歌
）
と
な
る
。
連
体
形
で
訓
む
傾
向
に
あ
る

が
、
萬
葉
集
の
初
期
的
形
態
と
い
わ
れ
る
巻
一
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
ま

で
（
中
西1964

・
伊
藤1958

）
な
ら
ば
、
28
番
歌
と
29
番
、
所
謂
「
柿
本
人

麻
呂
の
近
江
荒
都
歌
」
と
そ
れ
に
続
く
33
番
、
高
市
古
人
（
一
云
黒
人
）
の

「
感
傷
近
江
舊
堵
作
歌
二
首
」
の
中
に
し
か
見
ら
れ
な
い
（
32
番
歌
に
已
然

形
「
有
」
が
見
ら
れ
る
）。
な
お
、
仮
字
表
記
ア
リ
・
ア
ル
は
巻
二
相
聞
の

95
番
、
藤
原
鎌
足
の
「
安
見
児
得
た
り
」
の
歌
に
「
多
利
」
が
あ
る
他
は
巻

五
以
降
に
見
ら
れ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
表
記
を
扱
う
場
合
に
は
、
そ
の
書
記
時
点
と
作
歌
時
点

と
の
時
間
的
距
離
が
問
題
に
な
る
が
、
平
城
遷
都
直
後
の
書
記
テ
キ
ス
ト
と

し
て
伝
来
し
て
い
る
古
事
記
の
「
有
」
字
の
使
用
例
（
動
詞
と
し
て
漢
文
型

の
文
を
構
築
し
て
い
る
）
を
鑑
み
て
、
そ
の
距
離
に
関
す
る
考
察
に
ま
で
踏

み
込
む
こ
と
は
し
な
い
（
古
事
記
の
文
字
列
の
成
立
時
点
は
問
題
と
な
る

が
、
志
水2013

の
通
り
天
武
天
皇
時
代
以
前

「
帝
王
日
継
及
先
代
旧

辞
」＝

「
稗
田
阿
礼
所
誦
勅
語
旧
辞
」
の
用
字
を
踏
襲

と
考
え
る
）。

あ
ら
た
め
て
28
番
歌
の
「
有
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
前
後
の
文

字
列
は
、

衣
乾
有
天
之
香
来
山

で
あ
る
。
末
句
は
「
ア
マ
（
メ
）
ノ
カ
グ
ヤ
マ
」
の
七
音
で
確
定
さ
れ
る
の

で
、「
有
」
は
句
末
に
あ
る
こ
と
と
な
り
、「
乾
」
を
字
義
的
に
動
詞
と
判
断

す
れ
ば
補
助
動
詞
も
し
く
は
助
動
詞
と
解
釈
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
乾
」
字
は
萬
葉
集
の
中
で
は
「
ふ
」（
自
動
詞
｜
終
止
形
）
と
訓
ず
べ
き

用
法
が
多
く
（
159
・
703
・
999
・
1671
・
1995
・
2849
・
2857
）、
ヒ
の
訓
仮
名
に
も
2281

番
「
咲
酢
左
乾
垂＝

さ
き
す
さ
び
た
る
」、
2465
番
「
浦
乾
来＝

う
ら
ぶ
れ
に

け
り
」
と
用
い
ら
れ
て
お
り
、
カ
ワ
ク
の
例
も
1186
番
「
雖
干
跡
不
乾＝

ほ
せ

ど
か
わ
か
ず
」
と
な
く
は
な
い
が
、
フ
を
基
準
と
す
る
訓
が
一
般
的
で
あ

り
、
28
番
歌
の
ホ
ス
の
訓
に
問
題
は
な
い
。

「
有
」
字
は
、
先
述
の
通
り
タ
リ
・
タ
ル
と
訓
ま
れ
て
い
る
の
が
巻
一
に

28
番
歌
以
外
は

連
体
形
で
次
の
三
例
（
寛
永
板
本
）、
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春
草
の

茂
生
有

霞
立
つ

春
日
の
霧
れ
る
〔
或
云

霞
立
つ

春

日
か
霧
れ
る

夏
草
か

繁
く
成
ぬ
る
〕

百
礒
城
の

大
宮
處

見

れ
ば
悲
し
も

荒
有
京

見
れ
ば
悲
し
も

我
宿
有

衣
の
上
ゆ

が
あ
る
。
ラ
変
動
詞
の
用
字
例
と
し
て
は
ほ
か
に
、
２
番
歌
の
「
村
山
有

等
」、
５
番
歌
の
「
大
夫
と

念
有
我
も
」・「
客
尓
之
有
者
」、
16
番
歌
の

「
不
喧
有
之

鳥
も
来
鳴
ぬ

不
開
有
之

花
も
さ
け
れ
ど
」、
18
番
歌
の

「
雲
だ
に
も

情
有
南
畝

か
く
さ
ふ
べ
し
や
」、
21
番
歌
の
「
尓
苦
久
有
者

人
嬬
故
に
」、
23
番
歌
の
「
白
水
郎
有
哉

い
ら
ご
の
し
ま
の
」、
29
番
歌
に

「
天
離
る

夷
者
雖
有

石
走
る

淡
海
國
の
」、
30
番
歌
の
「
雖
幸
有

大

宮
人
の

船
ま
ち
か
ね
つ
」、
31
番
歌
の
「
古
人
に
和
礼
有
哉
」、
47
番
歌
の

「
真
草
苅

荒
野
者
雖
有
」、
50
番
歌
の
「
天
地
も

縁
而
有
許
曽
」・「
神
随

尓
有
之
」、
67
番
歌
の
「
不
所
聞
有
世
者
」、
68
番
歌
の
「
美
津
能
濱
尓
有

忘
貝

家
尓
有
妹
乎
」、
73
番
歌
の
「
倭
有

吾
松
椿

不
吹
有
勿
勤
」、
75

番
歌
の
「
妹
毛
有
勿
久
尓
」
と
ア
ラ
・
ア
リ
・
ア
ル
・
ア
レ
・
ナ
ラ
・
ナ

ル
・
ナ
レ
な
ど
と
訓
ま
れ
る
。

要
す
る
に
終
止
形
か
連
体
形
か
、
断
定
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
以
下
萬
葉
集
28
番
歌
単
体
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
中
世
の
「
て

ふ
」
に
つ
い
て
は
措
き
、「
有
」
の
訓
は
終
止
形
を
前
提
と
し
、
必
ず
し
も

天
の
香
具
山
に
衣
が
干
さ
れ
て
い
る

と
は
読
め
な
い
と
考
え
、「
天
の
香

久
山
」
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
こ
の
語
が
結
句
と
し
て
機
能

す
る
条
件
に
つ
い
て
一
案
を
呈
す
る
。

二
、
天
の
香
具
山

一
首
を
総
括
す
る
28
番
歌
の
結
句
が
「
天
之
香
来
山
」
で
あ
る
必
然
性
は

ど
う
考
察
さ
れ
て
き
た
の
か
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
大
濱2008

が
萬
葉
集
中
の

「
天
の
香
具
山
」
の
用
例
、
当
該
歌
を
含
む
５
例
に
伊
予
国
風
土
記
逸
文
の

「
天
山
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挙
げ
て
、
岩
下1999

を
紹
介
し
つ
つ
、

聖
な
る
山
「
天
の
香
具
山
」
に
「
衣
」
が
「
乾
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

根
拠
と
し
た
、
統
治
者
持
統
の
こ
と
さ
ら
な
る
言
表
と
し
て
、
当
該
歌

に
定
位
さ
れ
て
い
る

と
し
て
い
る
。

大
濱2008

は
、
詠
歌
の
場
所
を
求
め
る
た
め
に
「
香
具
山
の

西
斜
面
も

し
く
は
北
西
斜
面

に
「
衣
」
を
「
乾
」
し
た
り
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
問

い
、
結
果
、
南
を
是
と
し
て
飛
鳥
浄
見
原
宮
か
ら
の
実
景
と
解
釈
す
る
。

大
濱2008

の
紹
介
す
る
岩
下1999

は
、
地
名
や
場
所
で
末
句
を
納
め
る
歌

例
当
該
歌
を
含
め
た
十
三
首
の
中
の
七
首
（
４
・
９
・
14
・
35
・
245
・
281
・

295
か
ら
、
土
地
誉
め
と
し
て
の
性
格
を
導
き
、
当
該
歌
の
「
天
の
香
具
山
」

に
も
「
天
上
の
神
話
世
界
に
通
ず
る
聖
山
」
と
す
る
。

こ
こ
で
例
証
と
さ
れ
た
七
首
の
中
、
四
首
が
巻
一
の
歌
で
あ
り
、
14

１
）

番
歌

の
「
印
南
国
原
」
の
場
所
名
が
背
後
に
土
地
の

２
）

伝
承
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、

35

３
）

番
歌
も
亡
き
夫
君
、
日
並
斯
皇
子
尊
を
偲
ぶ
阿

皇
女
の
歌
と
し
て
彼
女

の
彼
と
の
妹
背
の
物
語
を
山
の
名
の
背
後
に
浮
上
さ
せ
得
る
こ
と
を
見
れ

ば
、
当
該
歌
を
含
め
て
、
巻
一
の
時
代
の
歌
の

お
約
束
（
共
有
さ
れ
る

知
）
（
志
水2017

）
と
し
て
、「
天
の
香
具
山
」
の
背
後
に
神
話
世
界
を
見

出
す
岩
下2003
の
見
解
は
是
認
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
神
話
世
界
と
の
つ
な
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が
り
を
意
味
す
る
「
天
」（
志
水2016

）
が
冠
さ
れ
て
の
詠
と
し
て
成
立
す

る
歌
な
の
だ
と
い
え
る
。
14
番
歌
の
本
編
13

４
）

番
歌
が
単
に
「
香
具
山
は
」
と

詠
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
地
上
に
視
認
で
き
る
山
そ
の
も
の
を
扱
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
、
使
い
分
け
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
舒
明
天
皇
の
香
具
山
で
の
国
見
歌
（
２

５
）

番
歌
）
で
の
「
天
の
香
具

山
」
に
つ
い
て
も
関
心
が
も
た
れ
る
の
は
当
然
で
、
や
は
り
岩
下1999

で
は

川
口1977

や
岩
下1990

を
紹
介
し
つ
つ
「

天
の

香
具
山
」
と
い
う
表
現

に
「
高
天
原
神
話
の
聖
山
」
と
い
う
属
性
を
確
認
す
る
。
こ
こ
に
立
脚
し
て

独
立
し
た
結
句
と
し
て
の
当
該
歌
で
の
「
天
の
香
具
山
」
の
機
能
を
２
番
歌

を
起
点
に
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

三
、
宇
宙
空
間
ヤ
マ
ト

２
番
歌
は
「
村
山
有
等
」
の
訓
が
揺
れ
る
け
れ
ど
も
鉄
野1999

に
従
い

「
群
山
あ
り
と
」
を
支
持
し
、
こ
の
御
製
歌
で
は
、
天
皇
が
山
々
を
「
と
り

よ
ろ
ふ
」

こ
の
語
の
意
味
す
る
概
念
の
探
索
は
措
く

た
「
高
天
原

神
話
の
聖
山
」
に
登
り
「
国
原
」・「
海
原
」
で
構
成
さ
れ
る
支
配
領
域
「
あ

き
つ
島

や
ま
と
の
国
（
蜻
嶋

八
間
跡
能
國
）」
を
誉
め
て
い
る
と
考
え

る
。ま

ず
注
目
し
た
い
の
は
支
配
領
域
ヤ
マ
ト
が
古
事
記
に
見
ら
れ
る
「
倭
」

で
な
く

「
大
和
」
の
表
記
は
八
世
紀
後
半
の
成
立

初
句
で
は
「
山

常
」、
末
句
で
は
「
八
間
跡
」
と
仮
字
表
記
（＝

音
声
指
事
）
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
ヤ
マ
ト
の
表
記
を
巻
一
で
た
ど
れ
ば
、
１
番
・
雄
略
天
皇
御
製
の

「
山
跡
」、
２
番
・
舒
明
天
皇
御
製
の
右
二
種
、
29
番
・
近
江
荒
都
歌
の

「
倭
」（
本
伝
・
異
伝
）、
既
出
阿

皇
女
の
35
番
歌
で
の
「
倭
」、
44
番
・
伊

勢
行
幸
従
駕
歌
（
石
上
大
臣
詠
）
の
「
日
本
」、
52
番
・
藤
原
宮
御
井
歌
の

「
日
本
」（「
日
本
乃
青
香
具
山
」）、
63
番
・
山
上
憶
良
在
唐
望
郷
歌
の
「
日

本
」、
64
番
・
慶
雲
三
年
難
波
行
幸
従
駕
歌
（
志
貴
皇
子
詠
）
の
「
倭
」、
慶

雲
三
年
吉
野
行
幸
従
駕
歌
（
高
市
黒
人
詠
）
の
「
倭
」、
71
番
・
難
波
行
幸

歌
（
忍
坂
部
乙
麻
呂
詠
）
の
「
倭
」、
73
番
・
難
波
行
幸
歌
（
長
皇
子
詠
）

の
「
倭
」
と
な
り
、
配
列
を
時
系
列
的
に
把
握
す
れ
ば
、
オ
ホ
キ
ミ
（
天

皇
）
の
支
配
領
域
を
示
す
１
番
歌
か
ら
63
番
歌
ま
で
の
ヤ
マ
ト
の
表
記
は
仮

字
か
ら
訓
字
「
倭
」、「
日
本
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

64
番
歌
以
下
は
歌
の
配
列
上
「
倭
」
に
も
ど
る
が
、
こ
れ
ら
は
オ
ホ
キ
ミ

の
支
配
領
域
で
は
な
く
支
配
領
域
内
の
一
地
域
を
指
す
も
の
（
小
地
名
）
と

し
て
の
表
現
だ
。

巻
二
に
お
い
て
も
近
江
大
津
宮
代
の
71
番
歌
は
「
山
跡
」、
藤
原
宮
御
宇

代
の
105
番
歌
は
「
倭
」（
小
地
名
）、
巻
三
の
柿
本
人
麻
呂
の

旅
八
首
の
一

つ
、
225
番
歌
で
「
倭
」（
小
地
名
）
が
用
い
ら
れ
、
支
配
領
域
と
し
て
は
高

橋
虫
麻
呂
歌
集
出
歌
の
富
士
山
を
詠
む
319
番
歌
で
「
山
跡
」（「
日
本
之
山
跡

国
」）
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
巻
一
と
あ
わ
せ
ヤ
マ
ト
の
表
記
と
し
て
「
倭
」

か
ら
「
日
本
」
へ
変
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
巻
三
に
は
人
麻
呂

詠
の
303
番
歌
に
「
山
跡
嶋
根
」
の
用
例
も
あ

６
）

る
が
、
こ
れ
は
瀬
戸
内
海
上
か

ら
東
を
見
た
景
と
し
て
、
本
州
（
古
事
記
風
に
い
え
ば
「
大
倭
豊
秋
津
嶋
」）

を
呼
称
し
て
い
る
。

次
に
、
２
番
歌
は
御
製
で
あ
る
が
、
巻
一
に
は
「
御
製
」
と
し
て
１
・

２
・
８
（
左
注
）
・
10
（
左
注
）
・
25
・
27
・
28
・
74
（
左

注
）
・
76
・
78

（
異
伝
）
番
歌
が
あ
り
、
巻
二
に
は
天
武
天
皇
挽
歌
の
160
・
161
番
歌
が
見
ら

れ
る
。「
御
製
」
と
指
示
概
念
が
重
な
る
「
大
御
歌
」「
御
歌
」
と
し
て
7
番
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歌
左
注
、
中
皇
命
の
10
〜
12
番
歌
・
額
田
王
の
「
近
江
遷
都
歌
」
17
・
18
番

歌
の
左
注
、
蒲
生
野
の
唱
和
歌
の
21
番
「
皇
太
子
御
歌
」（
皇
太
子
は
の
ち

の
天
武
天
皇
と
注
さ
れ
る
）
が
あ
り
、
以
降
、
題
詞
で
は
長
皇
子
な
ど
皇
子

女
の
詠
に
「
御
歌
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

巻
二
相
聞
で
は
天
智
天
皇
詠
91
番
歌
と
天
武
天
皇
詠
103
番
歌
に
「
御
歌
」

が
題
詞
で
用
い
ら
れ
、
挽
歌
で
は
持
統
天
皇
詠
162
番
歌
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
も
使
用
変
化
の
傾
向
と
し
て
「
御
歌
」
が
御
製
歌
か
ら
皇
子
女

の
詠
を
指
す
よ
う
に
移
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
ら
え
か
え
せ
ば

「
御
歌
」
が
「
御
製
」
の
登
場
で
使
用
対
象
が
格
下
げ

ランクダウン
さ
れ
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

持
統
天
皇
の
時
代
ま
で
の
オ
オ
キ
ミ
の
詠
と
し
て
代
作
歌
も
含
ん
で
見
渡

す
と
、
巻
一
で
は
明
確
に
天
皇
詠
と
し
て
題
詞
に
「
御
製
」
と
あ
る
１
・

２
・
25
・
27
・
28
番
歌
が
雄
略
・
舒
明
・
天
武
・
持
統
天
皇
を
詠
者
と
し
、

所
謂
「
代
作
」
と
さ
れ
る
８
・
10
番
は
ど
ち
ら
も
額
田
王
作
と
さ
れ
な
が
ら

斉
明
・
天
智
天
皇
の
詠
と
し
て
の
伝
承
を
持
つ
。
要
す
る
に
古
事
記
で
も
活

躍
す
る
雄
略
天
皇
は
別
と
し
て
、
あ
と
は
天
武
天
皇
を
核
と
し
、
古
事
記
に

も
名
だ
け
示
さ
れ
る
父
の
舒
明
天
皇
と
妃
の
持
統
天
皇
と
に
「
御
製
」
が
用

い
ら
れ
、
母
と
兄
と
に
「
大
御
歌
」「
御
歌
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
中
で
先
の
ヤ
マ
ト
と
か
か
わ
る
の
が
17

７
）

番
歌
で
あ
る
。

17
番
歌
は
、
近
江
に
下
る
際
の
歌
と
し
て
「
三
輪
山
を
見
る
」
こ
と
を
主

題
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
三
輪
山
は
「
御
諸
山
」
の

呼
称
と
と
も
に
、
大
国
主
神
と
国
造
り
を
し
た
大
物
主
神
の
坐
す
山
と
し
て

古
事
記
・
日
本
書
紀
神
代
巻
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
山
麓
に
は
巻
向

遺
跡
と
い
う
古
墳
時
代
の
王
都
規
模
の
遺
跡
を
有
す
る
と
こ
ろ
で
、
な
お
か

つ
付
近
一
帯
の
地
名
と
し
て
ヤ
マ
ト
を
今
に
残
す
。
左
注
が
近
江
遷
都＝

明

日
香
棄
京
と
い
う
場
を
補
い
「
大
御
歌
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
支
配
領
域
の

中
心
と
し
て
の
三
輪
山
を
見
出
せ
る
こ
と
は
先
学
の
指
摘
を
俟
つ
ま
で
も
な

い
（
北
條2018

の
指
摘
す
る
よ
う
に
三
輪
山
を
含
む
龍
王
山
一
帯
を
聖
域
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
）。
そ
こ
に
「
ヤ
マ
ト
」
と
い
う
国
号
の
成
立
基

盤
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
国
号
は
八
世
紀
に
「
大
養
徳
」
と

表
記
さ

８
）

れ
る
ほ
ど
不
変
で
あ
り
「
日
本
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
て
も
「
耶

９
）

麻
騰
」
と
訓
む
べ
き
注
が
施
さ
れ
る
ほ
ど
強
固
な
国
号
で
あ
る
。

そ
の
語
義
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
を
は
じ
め
と
す
る
国
学
者
は
「
山
門
や
ま
と

」

つ
ま
り
「
山
の
入
り
口
」、「
山
の
麓
」
を
称
し
て
自
分
た
ち
の
国
の
名
と
し

た
の
だ
と
考
え
た
（
清
原
宣
賢
や
垂
加
翁
山
崎
闇
斎
の
説
は
煩
瑣
に
な
る
の

で
紹
介
し
な
い
）。
宣
長1787

は
「
や
ま
と
」
に
つ
い
て
古
事
記
や
日
本
書

紀
な
ど
で
の
用
い
ら
れ
方
を
調
べ
上
げ
、
も
と
も
と
は
今
の
奈
良
県
内
の
一

地
域
の
地
名
だ
っ
た
も
の
が
、
日
本
列
島
全
体
（「
大おお
八や
洲しま
」）
の
名
称
に
広

が
っ
た
も
の
と
し
、

萬
葉
考
の
一
つ
の
考
へ
に
、
此
の
国
は
四
方
み
な
山
門
よ
り
出
入
れ

ば
、
山
門
の
国
と
名
を
負
へ
る
な
り
と
有
り
て
、
そ
の
よ
し
、
委
く
し

る
さ
れ
り
。
此
の
説
ぞ
宜
し
か
る
べ
き
。

と
師
の
賀
茂
真
淵
の
説
を
引
い
て
、
賛
意
を
示
し
た
上
で
、「
ヤ
マ
」
は

「
山
」
で
よ
い
と
追
確
認
し
、「
ト
」
の
考
察
に
進
み
次
の
三
つ
の
説
を
挙
げ

て
い
る
。

イ
、
山
処ど
説

ロ
、
山
つ
富ほ
（
秀
）
説

ツ
ホ
の
音
が
ト
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
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ハ
、
山
虚うつ
説

ウ
ツ
の
ウ
が
脱
落
し
、
ツ
が
ト
に
転
訛
し
た
も
の
と

考
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
山
に
取
り
巻
か
れ
た
地
」
と
い
う
基
本
線
は
か
わ
ら

ず
、
そ
の
結
果
と
し
て
真
淵
の
「
山
門
」
説
に
帰
着
す
る
の
だ
が
、
い
ま
は

「
耶
麻
騰
」
の
「
騰
」
が
乙
類
の
ト
で
あ
り
、「
門
」
が
甲
類
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
乙
類
の
ト
で
あ
る
「
処
」
と
考
え
る
の
が
穏
や
か
だ
ろ
う
。
ヤ
マ
ト
の

名
称
が
、
山
に
囲
ま
れ
た
大
八
洲
内
の
景
観
に
由
来
す
る
も
の
で
、
か
つ
、

山
に
は
神
々
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
神
が
国
土
・
世
の
中

の
成
立
（
い
ま
、
こ
こ
に
在
る
と
い
う
意
味
で
の
「
成
立
」）
に
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
（
古
事
記
も
日
本
書
紀
も
三
輪
山
山
麓
磯
城
の
地
に
宮
を
設
け
た

崇
神
天
皇
の
代
に
三
輪
山
の
神
の
王
権
に
よ
る
祭
祀
の
由
来
を
語
り
、
日
本

書
紀
で
は
「
御
肇
国
天
皇
」
の
名
を
、
古
事
記
で
は
「
所
知
初
国
之
御
真
木

天
皇
」
の
名
を
諡
る
）
が
、
17
番
歌
が
「
三
輪
山
を
見
る
」
こ
と
を
遷
都
廃

京
の
歌
の
主
題
と
す
る
作
品
環
境

コ
ン
テ
ク
ス
ト

な
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
日
本
誕
生

ヤ
マ
ト
の
国
が
す
で
に
一
世
紀
時
点
で
「
倭
」
と
い
う
字
を
得
て
い
た
事

実
は
志
賀
島
金
印
「
漢
委
那
國
王
」
で
確
認
で
き
、
古
事
記
も
「
倭
」
字
を

充
て
て
い
る
が
、
続
日
本
紀
慶
雲
元
年
（704

）
七
月
条
に
「
日
本
国
使
」

「
大
倭
国
」
の
例
が

10
）

見
え
、
か
つ
諡
号
を
除
け
ば
「
日
本
」
の
用
例
は
こ
の

記
事
が
初
見
で
あ
る
こ
と
、
養
老
四
年
（720

）
に
「
日
本
紀
」＝

日
本
書
紀

が
完
成
し
今
に
写
本
で
伝
来
し
て
い
る
こ
と
、
続
日
本
紀
で
は
小
地
名
の
ヤ

マ
ト
は
「
倭
」
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
（
例
え
ば
「
大
倭
守
」
等
の
用
例
）
か

ら
律
令
制
構
築
に
と
も
な
い
国
号
と
し
て
「
日
本
」
の
漢
字
表
記
が
採
用
さ

れ
、
か
つ
音
声
上
は
ヤ
マ
ト
と
い
う
国
号
を
温
存
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
の
で
、
現
在
の
国
号
周
辺
に
関
す
る
周
知
の
諸
説
（
紹
介
省
略
）
は
大

概
的
に
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
号
「
倭
」
か
ら
「
日
本
」
へ
の
流
れ
は
古
事
記
と
神
代
巻
の
国
家
由
来

の
物
語
に
よ
っ
て
も
保
証
さ
れ
る
。

「
漢
委
那
國
王
」
以
来
「
倭
（
委
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
ヤ
マ
ト
の
国

は
、
巻
向
遺
跡
を
埼
玉
県
稲
荷
山
鉄
剣
銘
文
の
「
斯
鬼
宮
」
を
介
在
さ
せ
て

古
事
記
・
日
本
書
紀
の
「
磯
城
（
師
木
）
宮
」（
崇
神
・
垂
仁
天
皇
の
宮
。

ほ
か
に
「
纏
向
日
代
宮
」
の
景
行
天
皇
、「
初
瀬
朝
倉
宮
」
の
雄
略
天
皇
の

宮
が
磯
城
地
域
に
置
か
れ
た
と
伝
え
る
）
に
比
定
す
れ
ば
、
古
事
記
・
日
本

書
紀
等
の
説
話
的
伝
承
か
ら
三
輪
山
の
神
と
の
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
は
容

易
で
、
す
な
わ
ち
王
都
と
山
の
神
と
の
つ
な
が
り
に
ヤ
マ
ト
（
山
処
）
の
国

号
の
立
脚
点
を
見
出
せ
る
。
こ
れ
を
古
墳
時
代
す
な
わ
ち
前
律
令
制
時
代
の

世
界
観
と
す
る
な
ら
ば
、
律
令
制
下
で
ヤ
マ
ト
に
「
日
本
」
の
表
記
が
用
い

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
同
様
に
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
中
の
物
語
と
の
国
家

の
根
本
レ
ベ
ル
で
の
世
界
観
次
元
で
の
つ
な
が
り
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。便

宜
上
、
そ
れ
を
古
事
記
で
見
る
な
ら
ば
、
御
真
木
天
皇
（
崇
神
天
皇
）

の
時
代
に
三
輪
山
の
神
の
祭
祀
と
「
天
下
太
平
」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
「
所

知
初
国
之
」
が
冠
さ
れ
て

11
）

い
る
の
は
、
古
墳
時
代
の
ヤ
マ
ト
の
王
権
の
由
来

を
語
る
に
等
し
い
。
日
本
書
紀
巻
五
（
崇
神
天
皇
巻
十
二
年
条
）
が
「
御
肇

国
」
と
す
る

12
）

の
も
字
義
的
に
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ
。
そ
し
て
古
事
記
・

日
本
書
紀
と
も
に
御
真
木
天
皇
以
前
に
第
二
代
天
皇
か
ら
第
九
代
天
皇
ま

で
、
歴
史
的
物
語
を
持
た
な
い
所
謂
「
欠
史
八
代
」
が
置
か
れ
る
の
は
、
そ
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こ
に
時
間
的
断
層
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
同
意
で
あ
り
、
高
崎1964

が
い

う
よ
う
に
こ
の
間
に
長
い
時
間
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
系
譜
と
い
う
様

式
で
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
理
会
で
き
る
（
志
水2013

・2015

）。

こ
の
時
間
的
断
層
を
境
に
、
そ
れ
以
前
の
古
事
記
上
巻
と
神
武
天
皇
代
の

記
事
ま
た
日
本
書
紀
神
代
巻
（
巻
一
・
巻
二
）・
巻
三
は
、
端
的
に
い
っ
て

国
土
・
国
体
・
天
皇
の
起
源
を
語
り
、
当
代
（
八
世
紀
以
降
）
の
国
体
（
世

界
観
）
を
保
証
す
る
言
説
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
輪
山
の
神
に
対

し
て
古
事
記
は
親
し
く
、
日
本
書
紀
は
遠
い
。
顕
著
な
の
は
初
代
天
皇
以
下

三
代
の
系
譜
で
、
古
事
記
が
三
輪
の
大
物
主
神
の
子
と
三
輪
山
麓
の
師
木

（
磯
城
）
の
県
主
を
出
自
と
す
る
女
性
と
を
妃
と
す
る
よ
う
伝
え
る
の
に

13
）

対
し
、
日
本
書
紀
は
事
代
主
神
の
子
を
前
面
に
出
す
（
大
物
主
神
は
注
記
に

と
ど

14
）

ま
る
）。
対
応
し
て
ヤ
マ
ト
を
「
倭
」
と
書
く
古
事
記
は
上
巻
に
お
い

て
、
三
輪
山
（
御
諸
山
）
の
神
を
大
国
主
神
と
国
造
り
を
し
た
神
と
位
置
づ

け
、
所
謂

出
雲
神
話

で
大
国
主
神
の
誕
生
と
そ
の
国
造
り
の
物
語
を
本

編
本
文
と
し
て
記
録
す
る
。
一
方
、
日
本
書
紀
で
は
大
国
主
神
の

出
雲
神

話

は
注
記
に
と
ど
め
ら
れ
、「
大
国
主
神
」
の
名
称
も
採
ら
れ
ず
「
大
己

貴
神
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
」
書
紀
は
三
輪
山
の
神
を
遠

ざ
け
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
日
本
書
紀
で
は
「
天
皇
」
の
由
来
を
説
く
巻
三
で
、
王
権
を
確
立

さ
せ
る
（
物
語
上
は
ヤ
マ
ト
地
域
平
定

の
勝
利
）
条
件
に
「
天
香
山
の

埴
」
を
用
い
て
神
を
祭
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

15
）

い
る
。
こ
れ
は
夢
を
介
在
さ

せ
た
天
神
か
ら
の
「
訓
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
神
祭
り
の
祭
具
の
素
材
を
提

供
す
る
場
と
し
て
登
場
す
る
「
天
香
山
」
は
巻
一
で
も
神
祭
り

神
を
呼

び
だ
す
行
為
（
勧
請
）

の
素
材
提
供
の
場
と
し
て
置
か
れ
て

16
）

い
る
。
そ

し
て
こ
こ
で
呼
び
出
さ
れ
る
神
が
天
照
大
神＝

日
神
で
あ
る
。「
天
照
大
神
」

は
「
日
神
」
の
号
の
一
つ
と
さ

17
）

れ
る
の
で
「
日
」
を
属
性
と
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
が
、
い
い
か
え
れ
ば
「
日
」
を
神
格
化
し
た
う
え
で
人
格
を
与
え
た

と
き
の
呼
称
が
「
天
照
大
神
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

天
照
大
神
の
子
孫
が
初
代
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
呼
び
出
し
に
用
い
ら
れ
た

鏡
が
皇
位
の
レ
ガ
リ
ア
と
な
る
神
代
巻
の
構
想
は
古
事
記
で
も
見
ら
れ
る

が
、
近
く
は
神
野
志2008

な
ど
が
強
く
主
張
す
る
よ
う
に
神
代
巻
と
古
事
記

と
世
界
観
の
構
想
に
は
位
相
が
あ
り
、
古
事
記
の
場
合
は
、
冒
頭
で
「
髙
天

原
」
を
提
示
し
、
天
神
か
ら
の
「
言
依

コトヨサシ
」
で
生
み
出
さ
れ
た
国
土
に
天
神

御
子
が
降
臨
す
る
物
語
に
よ
っ
て
天
皇
に
よ
る
「
治
天
下
」
が
保
証
さ
れ

る
。
古
事
記
は

天
｜
天
下

と
い
う
概
念
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
だ

が
、
古
事
記
が
天
照
大
御
神
を
「
日
神
」
と
は
表
現
し
な
い
の
に
対
し
、
神

代
巻
が
天
照
大
神
を
「
日
神
」
と
明
言
す
る
と
こ
ろ
に
日
本
書
紀
の
世
界
観

と
し
て
「
日
本
」
と
い
う
概
念
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
す
な
わ
ち
古
事
記
と
対
照
さ
せ
れ
ば
明
白
に
な
る
が
、

天
（
記
）

／
日
（
紀
）
｜
下
（
記
）
／
本
（
紀
）

と
な
り
、

よ
り
高
次
な
世
界
の
存

在
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
の
世

と
い
う
根
本
的
発
想
を
同
じ
く
し
つ
つ
、

「
日
本
」
と
い
う
国
号
に
は
、「
神
格
化
さ
れ
た
日
の
も
と
に
あ
る
国
土
に
立

つ
帝
国
」
と
し
て
の
名
乗
り
を
見
い
だ
せ
る
。

五
、
御
宇
す
る
宇
宙
軸

こ
の
と
き
萬
葉
集
巻
一
が
、
28
番
歌
を
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
の
歌
と

し
て
「
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
、
元
年
丁
亥
十
一
年
譲
位
軽
太
子
、
尊
号
曰
太

上
天
皇
」
と
い
う
注
記
を
入
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
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周
知
の
よ
う
に
持
統
天
皇
の
諡
号
は
続
日
本
紀
の
「
大
倭
根
子
広
野
姫
」

と
日
本
書
紀
の
「
高
天
原
広
野
姫
」
と
で
異
な
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
変

更
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
高
天
原
が
治
天
下
を
保
証
す

る
古
事
記
の
価
値
観
と
基
盤
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
処
置
だ

と
考
え
て
よ
い
。
変
更
箇
所
す
な
わ
ち
「
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
（
大
倭
根
子
）」

は
支
配
領
域
ヤ
マ
ト
（
山
処
）＋
根
子
（
字
義
通
り
に
解
釈
す
る
）
が
「
広

野
姫
」
の
属
性
を
規
定
す
る

「

大
倭
の
根
源
で
あ
る

広
野
姫
」

が
、
日
神
を
主
神
と
す
る
天
神
の
住
ま
う
「
高
天
原
」
を
冠
す
る
こ
と

で
「
広
野
姫
天
皇
」
は
天
下＝

「
日
本
」
を
治
め
る
存
在
す
な
わ
ち
「
髙
き

天
の
原
の
広
野
の
姫
」
で
あ
る
「
天
皇
」
と
し
て
神
話
的
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
存
在
の
御
製
の
中
に
「
天
の
香
具
山
」
の
句
は
顕
わ
れ

る
。
こ
の
「
天
の
香
具
山
」
が
単
な
る
実
景
を
超
越
し
、
日
本
書
紀
巻
三
の

建
国
伝
承
を
踏
ま
え
れ
ば

壬
申
年
の
戦
い
で
、
大
海
人
皇
子
側
陣
営
は

神
日
本
磐
余
彦
の
陵
へ
の
祭
祀
を
行
っ
た
と
い
う
（
日
本
書
紀
巻
二
十
九
）

「
神
話
世
界
に
通
じ
る
聖
山
」
ど
こ
ろ
か
「
天
下
の
宇
宙
軸
」
そ
の
も

の
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
の
だ
と
ま
で
い
っ
て
い
い
。「
こ
の
河
下
に
青
葉
の

ご
と
き
山
は
、
山
に
見
え
て
山
に
あ
ら
ず
、
も
し
は
出
雲
の
石

の
そ
の
宮

に
坐
す
、
葦
原
の
し
こ
男
の
大
神
を
も
ち
い
つ
く
祝
の
大

18
）

庭
か
」
と
い
う
の

は
古
事
記
の
中
の
も
の
い
わ
ぬ
御
子
（
本
牟
智
和
気
御
子
）
の
発
し
た
言
葉

だ
が
、「
山
」
の
実
景
を
神
話
的
景
観
に
転
換
す
る
言
語
力
の
発
動
を
こ
こ

に
類
例
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
括

つ
ま
り
28
番
歌
に
お
い
て
、「
御
製
」
と
い
う
「
天
皇
」
の
発
す
る
言
語

空
間
が
、
実
景
と
し
て
あ
る
山
を
神
話
空
間
に
あ
る
宇
宙
軸
に
転
換
さ
せ
る

現
場
を
古
事
記
・
日
本
書
紀
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
れ
ば
こ

の
「
御
製
」
は
神
話
空
間
の
上
に
成
り
立
つ
歌
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
結
句

と
し
て
前
置
さ
れ
る
の
は
、
初
句
二
句
で
春
か
ら
夏
へ
と
い
う
天
体
の
運
行

に
よ
っ
て
生
じ
る
時
間
の
順
行
、
三
句
四
句
で
衣
を
干
す
と
い
う
人
間
の
営

み
の
順
行
の
二
つ
で
あ
る
。
自
然
と
人
為
の
瞬
間
の
姿
を
挙
げ
て
天
下
の
順

行
を
宇
宙
軸
を
も
っ
て
結
び
つ
け
る
「
御
製
」
が
28
番
歌
な
の
だ
。

こ
の
次
元
に
至
れ
ば
、
天
の
香
具
山
に
衣
を
干
す
干
さ
な
い
は
問
う
に
値

し
な
い
。
だ
が
、
一
点
右
に
説
き
残
し
た
こ
と
を
補
足
す
れ
ば
、
古
事
記
で

も
日
本
書
紀
で
も
、
天
の
香
具
山
は
、
鬘
な
り
樹
な
り
埴
な
り
、
祭
祀
の
具

材
を
提
供
す
る
山
で
あ
る
。
山
そ
の
も
の
が
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ヤ
マ
ト
が
山
に
神
を
宿
ら
せ
る
の
と
比
べ
て
「
聖
山
」
と
し
て

の
性
格
そ
の
も
の
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
天
の
香
具
山
に
衣
を
干

す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
鬘
な
り
樹
な
り
埴
な
り
が
天
の
香
具
山
本
体

の
、
根
を
張
っ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
本
体
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
対
し

て
干
さ
れ
た
衣
は
香
具
山
本
体
と
の
結
び
つ
き
は
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
天

の
香
具
山
に
衣
は
干
さ
な
い
（
干
す
必
要
は
な
い
）
と
考
え
て
い
い
だ
ろ

う
。
む
し
ろ
、
神
宿
る
山
そ
の
も
の
へ
の
神
話
的
依
拠
を
も
た
な
い
天
の
香

具
山
は
、
だ
か
ら
こ
そ
２
番
歌
で
天
皇
が
登
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

三

輪
山
の
神
を
捕
ら
え
さ
せ
た
雄
略
天
皇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
想
起
す
れ
ば
い
い

こ
と
は
、
天
神
御
子
以
来
の
「
天
皇
」
の
座
に
あ
る
者
を
山
の
神
性
よ

り
上
位
に
お
き
、
か
つ
日
本
書
紀
巻
三
に
依
っ
て
治
天
下
の
権
利
を
保
証

（
ま
た
は
提
供
）
す
る
地
と
し
て
の
性
格
を
天
の
香
具
山
に
持
た
せ
た
と
き
、

こ
の
山
に
登
り
国
ぼ
め
を
す
る
天
皇
の
位
置
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
か
ら
天
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の
香
具
山
は
「
聖
山
」
と
い
う
よ
り
髙
天
原
と
天
下
と
を
結
ぶ
「
宇
宙
軸
」

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、『
萬
葉
集
』
巻
一
の
28
番
歌
の
構
造
に
つ
い
て
、

Ａ

春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
…
季
節
の
到
来
（
推
定
）

Ｂ

白
妙
の
衣
干
し
た
り
…
…
生
活
周
期
に
よ
る
実
感
（
根
拠
）

Ｃ

天
の
香
具
山

…
…
Ａ
と
Ｂ
と
の
接
点
（
総
括
）

と
解
釈
し
、
右
が
成
り
立
つ
た
め
に
検
討
す
べ
き
事
項
と
し
て
「
天
の
香
具

山
」
と
い
う
語
を
成
立
さ
せ
る
神
話
的
世
界
観
を
古
事
記
・
日
本
書
紀
神
代

巻
お
よ
び
巻
三
の
叙
述
と
、
ヤ
マ
ト
と
い
う
国
号
と
そ
の
表
記
の
「
倭
」
か

ら
「
日
本
」
へ
の
変
遷
と
を
か
ら
め
て
案
じ
て
み
た
。

付
記

平
成
の
御
代
が
終
わ
る
。
東
海
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
は
昭
和
四

十
年
に
創
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
は
じ
ま
り
の
頃
に
入
学
し
、
以
来
、
日

本
文
学
科
と
と
も
に
昭
和
・
平
成
を
歩
ま
れ
た
鍜
治
光
雄
先
生
が
退
職

さ
れ
る
。
そ
の
間
、
学
生
ま
た
同
僚
に
対
し
て
示
さ
れ
た
教
員
と
し
て

の
姿
勢
は
尊
く
敬
っ
て
限
り
な
い
。
ど
れ
だ
け
先
生
の
や
さ
し
さ
に
甘

え
て
き
た
の
か
と
、
同
僚
と
し
て
後
輩
と
し
て
、
思
う
。
右
の
『
小
倉

百
人
一
首
』
ゆ
か
り
の
一
文
一
考
を
も
っ
て
恩
恵
に
謝
し
て
献
じ
、
長

年
の
お
つ
と
め
を
い
た
わ
り
た
い
。

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

鍜
治
先
生
。

C
o
m
m
en
t

（
１
）

香
具
山
と
耳
成
山
と
あ
ひ
し
と
き

立
ち
て
見
に
来
し
印
南
国
原

（
２
）

上
岡
里
本
林
田
里
。
土
、
中
下
。
出
雲
國
阿
菩
大
神
、
聞

大
倭
國
畝

火
・
香
山
・
耳
梨
三
山
相
闘

、
此
欲

諫
止

、
上
來
之
時
、
到

於
此

處

、
乃
聞

闘
止

、
覆

其
所

乗
之
船

而
坐
之
。
故
、
號

神

阜

。
々
形
似

覆
。（
播
磨
国
風
土
記
）

（
３
）
（
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
〔
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
。
元
年
丁
亥
十
一
年
譲

位
軽
太
子

。
尊
号
曰
、
太
上
天
皇
〕）

越

勢
能
山

時
、
阿

皇
女
御
作
歌

こ
れ
や
こ
の
倭やまとに
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い
ふ
名
に
負
ふ

背
の
山

（
４
）
（
後
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代
〔
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
、
後
即

位

後
岡

本
宮

〕）

中
大
兄
〔
近
江
宮
御
宇
天
皇
〕
三
山
歌

香
具
山
は

畝
傍
を
愛
し
と

耳
成
と

相
争
ひ
き

神
代
よ
り

か

く
に
あ
る
ら
し

古
も

し
か
に
あ
れ
こ
そ

う
つ
せ
み
も

妻
を
争

ふ
ら
し
き

（
５
）

高
市
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代

〔
息
長
足
日
広
額
天
皇
〕

天
皇
、
登

香
具
山

望

国
之
時
御
製
歌

や
ま
と
に
は

群
山
あ
り
と

と
り
よ
ろ
ふ

天
の
香
具
山

登
り
立

ち

国
見
を
す
れ
ば

国
原
は

煙
立
ち
立
つ

海
原
は

鷗
立
ち
立

つ

う
ま
し
国
ぞ

あ
き
つ
島

や
ま
と
の
国
は

（
６
）

名
ぐ
は
し
き
印
南
の
海
の
沖
つ
波

千
重
に
隠
り
ぬ

や
ま
と
島
根
は

（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
下
筑
紫
国
時
海
路
作
歌
）

（
７
）
（
近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代
〔
天
命
開
別
天
皇
。

曰
、
天
智
天
皇
〕）
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額
田
王
、
下

近
江
国

時
作
歌
、
井
戸
王
即
和
歌

味
酒

三
輪
の
山

あ
を
に
よ
し

奈
良
の
山
の

山
の
際
に

い
隠

る
ま
で

道
の
隈

い
積
も
る
ま
で
に

つ
ば
ら
に
も

見
つ
つ
行
か

む
を

し
ば
し
ば
も

見
放
け
む
山
を

心
な
く

雲
の

隠
さ
ふ
べ

し
や反

歌

三
輪
山
を
し
か
も
隠
す
か
雲
だ
に
も
心
あ
ら
な
も
隠
さ
ふ
べ
し
や

右
二
首
歌
、
山
上
憶
良
大
夫
類
聚
歌
林
曰
、
遷

都
近
江
國

時
、

御

覧
三
輪
山

御
歌
焉
。
日
本
書
紀
曰
、
六
年
丙
寅
春
三
月
辛
酉

朔
、
己
卯
、
遷

都
于
近
江

。

綜
麻
形
の
林
の
さ
き
の
さ
野
榛
の
衣
に
付
く
な
す
目
に
つ
く
吾
が
背

右
一
首
歌
、
今
案
不

似

和
歌

。
但
、
舊
本
載

于
此
次

。
故

以
猶
載
焉
。

（
８
）

丙
寅
。
改

大
倭
國

、
爲

大
養
徳
國

。（
続
日
本
紀
天
平
九
年
十
二

月
二
十
七
日
条
）

（
９
）

日
本
、
此
云
耶
麻
騰
。
下
皆
効
此
。（
日
本
書
紀
神
代
巻
上
）

（
10
）

七
月
甲
申
朔
。
正
四
位
下
粟
田
朝
臣
眞
人
自

唐
國

至
。
初
至

唐
時
、

有

人
來
問
曰
「
何
處
使
人
」。

曰
「
日
本
國
使
」。
我
使
反
問
曰

「
此
是
何
州
界
」。

曰
「
是
大
周
楚
州
塩
城
縣
界
也
」。
更
問
「
先
是

大
唐
。
今

大
周

。
國
號
縁

何
改

」。

曰
「
永
淳
二
年
、
天
皇

太
帝
崩
。
皇
太
后
登

位
。

號

聖
神
皇
帝

。
國
號

大
周

」。
問

了
。
唐
人
謂

我
使

曰
「
亟
聞
、
海
東
有

大
倭
國

。
謂

之
君
子

國

。
人
民
豊

。
禮
義
敦
行
。
今
看

使
人

。
儀
容
大
淨
。
豈
不

信

乎
。
語
畢
而
去
。

（
11
）

尓
、
天
下
太
平
、
人
民
富
栄
。
於
是
、
初
令

貢

男
弓
端
之
調
、
女
手

末
之
調

。
故
、
称

其
御
世

、
謂

所

知
初
国
之
御
真
木
天
皇

也
。

（
12
）

秋
九
月
甲
辰
朔
。
己
丑
、
始
校

人
民

、
更
科

調
役

。
此
謂

男
之

調
、
女
之
手
末
調

也
。
是
以
、
天
神
地
祇
共
和
享
、
而
風
雨
順
時
、

百
穀
用
成
。
家
給
人
足
、
天
下
大
平
矣
。
故
、
称
謂

御
肇
国
天
皇

也
。

（
13
）

神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
〔
自
伊
下
五
字
以
音
〕（
略
）
坐

畝
火
之
白
檮
原

宮

、
治

天
下

也
。
故
、
坐

日
向

時
、
娶

阿
多
之
小
椅
君
妹
、
名

阿
比
良
比
売

〔
自
阿
以
下
五
字
以
音
〕
生
子
、
多
藝
志
美
美
命
、
次
、

岐
須
美
美
命
、
二
柱
坐
也
。
然
、
更
求
下
為

大
后

之
美
人
上
時
、
大

久
米
命
白
「
此
間
、
有

媛
女

。
是
謂

神
御
子

。
其
所

以
謂

神
御

子

者
、
三
嶋

咋
之
女
、
名
勢
夜
陀
多
良
比
売
、
其
容
姿
麗
美
。
故
、

美
和
之
大
物
主
神
見
感
而
、（
略
）
即
、
娶

其
美
人

生
子
、
名
謂
富

登
多
多
良
伊
須
須
岐
比
売
命
。
亦
名
謂
比
売
多
多
良
伊
須
気
余
理
比
売

〔
是
者
、
悪

其
富
登
云
事

、
後
改

名
者
也
〕。
故
、
是
以
謂

神
御

子

也
。（
略
）
神
沼
河
耳
命
、
坐

葛
城
高
岡
宮

、
治

天
下

也
。
此

天
皇
、
娶

師
木
県
主
之
祖
、
河
俣
毘
売

、
生
御
子
、
師
木
津
日
子
玉

手
見
命
〔
一
柱
〕。
天
皇
御
年
、
肆
拾
伍
歳
。
御
陵
在

衝
田
崗

也
。

師
木
津
日
子
玉
手
見
命
、
坐
二
片
塩
浮
穴
宮
一
、
治
二
天
下
一
也
。
此

天
皇
、
娶

河
俣
毘
売
之
兄
、
県
主
波
延
之
女
、
阿
久
斗
比
売

、
生
御

子
、
常
根
津
日
子
伊
呂
泥
命
〔
自

伊
下
三
字
以
音
〕。
次
、
大
倭
日
子

友
命
。
次
、
師
木
津
日
子
命
。（
略
）
天
皇
御
年
、
肆
拾
玖
歳
。
御

陵
在

畝
火
山
之
美
富
登

也
。
大
倭
日
子

友
命
、
坐

軽
之
境
崗

宮

、
治

天
下

也
。
此
天
皇
、
娶

師
木
県
主
之
祖
、
賦
登
麻
和
訶
比

― ―10



売
命
、
亦
名
飯
日
比
売
命

、
生
御
子
、
御
真
津
日
子
訶
恵
志
泥
命

〔
自

訶
下
四
字
以
音
〕。
次
、
当
藝
志
比
古
命
〔
二
柱
〕。
故
、
御
真
津

日
子
訶
恵
志
泥
命
者
、
治

天
下

也
。
次
、
当
藝
志
比
古
命
者
〔
血
沼

之
別
・
多
遅
麻
之
竹
別
・
葦
井
之
稲
置
之
祖
〕。
天
皇
御
年
、
肆
拾
伍

歳
。
御
陵
在

畝
火
山
之
真
名
子
谷
上

也
。

（
14
）

神
渟
名
川
耳
天
皇
、
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
第
三
子
也
。
母
曰

媛
蹈
鞴

五
十
鈴
媛
命

。
事
代
主
神
之
大
女
也
。（
綏
靖
天
皇
巻
）
／
磯
城
津
彦

玉
手
看
天
皇
、
神
渟
名
川
耳
天
皇
太
子
也
。
母
曰

五
十
鈴
依
媛
命

。

事
代
主
神
之
少
女
也
。（

徳
天
皇
巻
）
／
大
日
本
彦

友
天
皇
、
磯

城
津
彦
玉
手
看
天
皇
第
二
子
也
。
母
曰

渟
名
底
仲
媛
命

。
事
代
主
神

孫
、
鴨
王
女
也
。（
安
寧
天
皇
巻
）

（
15
）

是
夜
自
祈
而
寝
、
夢
有
天
神
訓
之
曰
、「
宜

取

天
香
山
社
中
土

〔
香

山
、
此
云
、
介
遇
夜
摩
〕、
以
造

天
平

八
十
枚

〔
平

、
此
云
、

毘
邏
介
〕

造

厳

、
而
敬

祭
天
神
地
祇

〔
厳

、
此
云
、
怡
途

背
〕
亦
爲

厳
呪
詛

。
如

此
、
則
虜
自
平
伏
〔
厳
呪
詛
、
此
云
、
怡

途
能
伽
辭
離
〕」。
天
皇

承

夢
訓

、
依
以
将

行
。
時
弟
猾
又
奏
曰

「
倭
國
磯
城
邑
、
有

磯
城
八
十
梟
帥

。
又
、
高
尾
張
邑
〔
或
本
云
、

葛
城
邑
也
〕
有

赤
銅
八
十
梟
帥

。
此
類
、
皆
欲

与

天
皇

距
戦

。

臣
、

爲

天
皇

憂
之
。
宜
今
当

取

天
香
山
埴

、
以
造

天
平

、

而
祭

天
社
國
社
之
神

。
然
後
撃

虜
。
則
易
除
也
」。
天
皇
、
既
以

夢
辭

爲

吉
兆

。
及

聞

弟
猾
之
言

、
益
喜

於
懐

。
乃
使

椎
根

津
彦

、
著

弊
衣
服
及
蓑
笠

、
爲

老
父
貌

、
又
使

弟
猾

被

箕
、

爲

老
嫗
貌

、
而

之
曰
「
宜

汝
二
人
、
到

天
香
山

、
潜
取

其
巓

土

、
而
可

來
旋

矣
。
基
業
成
否
、
当

以

汝
爲

占
。
努
力
慎

」。

（
略
）
二
人
得

至

其
山

、
取

土
來
帰
。
於
是
、
天
皇
甚
悦
、
乃
以

此
埴

、
造

作
八
十
平

・
天
手
抉
八
十
枚
〔
手
抉
、
此
云
多
衢
餌

離
〕・
厳

、
而

于
丹
生
川
上

、
用
祭

天
神
地
祇

。（
日
本
書

紀
巻
三
）

（
16
）

于
時
、
八
十
萬
神
、
會

於
天
安
河
邊

、
計

其
可

禱
之
方

。
故
、

思
兼
神
、
深
謀
遠
慮
、
遂
聚

常
世
之
長
鳴
鳥

、
使

互
長
鳴

、
亦

以

手
力
雄
神

、
立

磐
戸
之
側

、
而
中
臣
連
遠
祖
天
児
屋
命
・
忌
部

遠
祖
太
玉
命
、
掘

天
香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹

、
而
上
枝
懸

八
坂
瓊

之
五
百
箇
御
統

、
中
枝
懸

八
咫
鏡

、〔
一
云
、
真
経
津
鏡
〕
下
枝

懸

青
和
幣
〔
和
幣
、
此
云
尼
枳
底
〕・
白
和
幣

、
相
與
致

其
祈
禱

焉
。
又

女
君
遠
祖
天

女
命
、
則
手
持

茅
纏
之

、
立

於
天
石

窟
戸
之
前

、
巧
作

俳
優

。
亦
以

天
香
山
之
真
坂
樹

爲

鬘
、
以

蘿
〔
蘿
、
此
云
比
舸
礙
〕
爲

手

〔
手

、
此
云
多
須
枳
〕、
而
火

處
焼
、
覆
槽
置
〔
覆
槽
、
此
云
于
該
〕、
顕
神
明
之
憑
談
〔
顕
神
明
之

憑
談
、
此
云
歌
牟

可
梨
〕。（
日
本
書
紀
巻
一
神
代
上

正
伝
）

（
17
）

日
神
。
號

大
日

貴

〔
大
日

貴
、
此
云
於
保
比
屡
咩
能
武
智
。

音
力
丁
反
。
一
書
云
、
天
照
大
神
。
一
書
云
、
天
照
大
日

尊
〕。

（
18
）

是
於
河
下
、
如

青
葉

山
者
、
見

山
非

山
。
若
坐

出
雲
之
石

之

曽
宮

、
葦
原
色
許
男
大
神
以
伊
都
玖
之
祝
大
庭
乎
（
古
事
記
中
巻
、

垂
仁
天
皇
段
）

R
eferen

ce

伊
藤1958

伊
藤
博
「
編
者
の
意
図
」『
國
語
國
文
』
二
九
〇
号
↓
『
萬
葉
集

の
構
造
と
成
立

上
｜
古
代
和
歌
史
研
究
１
』（
塙
書
房1972

）
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岩
下1990

岩
下
武
彦
「
人
麻
呂
の
枕
詞
試
論
」『
日
本
上
代
文
学
論
集
』（
塙

書
房
）
↓
岩
下
武
彦
『
柿
本
人
麻
呂
作
品
研
究
序
説
』（
若
草
書
房

2015

）。

岩
下1999
岩
下
武
彦
「
持
統
天
皇
の
香
具
山
の
歌
」
平
成
十
一
年
『
セ
ミ

ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
一
巻
（
和
泉
書
店
）。

大
濱2008

大
濱
眞
幸
「
持
統
天
皇
御
製
歌
僻
案

「
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら

し
」
を
め
ぐ
っ
て

『
國
文
學
』
92

（
関
西
大
学
レ
ポ
ジ
ト
リ
）。

川
口1977

川
口
勝
康
「
舒
明
御
製
と
国
見
歌
の
源
流
」『
万
葉
集
を
学
ぶ

第
一
集
』（
有
斐
閣
選
書
）。

岸
本1828

岸
本
由
豆
流
『
萬
葉
集
考
証
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
公
開
画
像
）

神
野
志2008

神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観
』（
吉
川
弘
文
館
）

志
水2013

志
水
義
夫
「
太
安
万
侶
の
仕
事
」『
古
事
記
生
成
の
研
究
』（
お
う

ふ
う
）

志
水2015

志
水
義
夫
『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
古
事
記
』（
池
田
書
店
）

志
水2016

志
水
義
夫
「
古
事
記
本
編
冒
頭
一
字
の
訓
義
｜「
天
」
の
概
念
｜
」

『
鈴
屋
学
会
報
』
第
三
十
三
号

志
水2017

志
水
義
夫
『
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
講
義
録

メ
デ
ィ
ア

文
藝
へ
の
招
待

』
新
典
社
新
書
71
。

城
﨑2006

「
東
丸
神
社
蔵
『
万
葉
集
僻
案
抄
』
に
み
る
春
満
の
注
釈
姿
勢

｜『
万
葉
集
童
子
問
』
か
ら
『
万
葉
集
僻
案
抄
』
へ
｜
」『
新
編
荷
田
春

満
全
集

第
五
巻
万
葉
集
下
』（
お
う
ふ
う
）。

高
崎1964

高
崎
正
秀
「
皇
統
譜
の
研
究
序
説
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』
↓

『
高
崎
正
秀
著
作
集
第
一
巻
「
神
剣
考
」』（
桜
楓
社＝

お
う
ふ
う1971

）

鉄
野1999

鉄
野
昌
弘
「
舒
明
天
皇
の
望
国
歌
」
平
成
十
一
年
『
セ
ミ
ナ
ー
万

葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
一
巻
（
和
泉
書
店
）。

中
西1964

中
西
進
「
原
万
葉

巻
一
の
追
補

」『
美
夫
君
志
』
第
七

号
↓
『
中
西
進
万
葉
論
集
』
第
六
巻
（
講
談
社1995

）。

北
條2018

北
條
芳
隆
「
古
事
記
と
景
観
・
天
文
考
古
学
」
古
事
記
学
会
平
成

三
十
年
度
大
会
公
開
公
演
会
（
六
月
九
日
、
東
海
大
学
高
輪
校
舎
）

本
居1787

本
居
宣
長
『
國
號
考
』（
書
林

柏
屋
兵
助
・
錢
屋
利
兵
衛
）

T
ext

萬
葉
集

寛
永
板
本
『
萬
葉
集
』（
私
家
蔵
）

左
注
訓
点
志
水

古
事
記

度
會
延
佳
『

頭
古
事
記
』（
私
家
蔵
）

訓
点
志
水

日
本
書
紀

寛
文
九
年
板
系
版
本
（
私
家
蔵
）

訓
点
志
水

（
い
ず
れ
も
他
本
で
適
宜
校
訂
し
て
あ
る
。
ま
た
電
子
化
に
と
も
な
い
一
部

字
体
の
変
更
も
行
っ
て
い
る
。）

（
し
み
づ
・
よ
し
を

本
学
教
授
）

― ―12


